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都
の
中
心
で
は
る
か
１
３
０
０
年
前
を
お
も
ふ

な
ん
と
（
7
1
0
）
見
事
な
平
城
京
。
か
つ
て

こ
ん
な
語
呂
合
わ
せ
で
試
験
を
乗
り
切
っ
た
方

も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
は
る
か

1
3
0
0
年
前
の
7
1
0
年
こ
こ
奈
良
に
元
明
天

皇
に
よ
っ
て
平
城
京
が
遷
都
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
、
奈
良
市
の
西
、
近
鉄
大
和
西
大

寺
駅
と
新
大
宮
駅
の
間
に
突
如
現
れ
る
広
大
な
場

所
、
平
城
宮
跡
で
す
。
宮
城
で
あ
る
大
内
裏
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
場
所
で
す
。

こ
こ
で
は
、
遷
都
1
3
0
0
年
祭
の
メ
ー
ン
会
場

と
し
て
11
月
7
日
ま
で
連
日
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
実
物
大
の

遣
唐
使
船
を
展
示
し
た
平
城
京
歴
史
館
や
疑
似
発

掘
体
験
や
天
平
衣
装
体
験
が
で
き
る
平
城
京
な
り

き
り
体
験
館
な
ど
を
設
け
て
、
来
場
客
を
は
る
か
奈

良
時
代
へ
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
ず
か
50
㎝
ほ

ど
掘
れ
ば
遺
構
が
で
て
く
る
こ
の
場
所
で
イ
ベ
ン

ト
用
建
物
を
建
て
る
際
に
は
遺
構
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
盛
り
土
を
行
い
、
緩
衝
材
を
敷
く
な
ど
し
て
重

み
を
分
散
さ
せ
る
な
ど
、
遺
構
保
護
の
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

① 

天
平
衣
装
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

今
回
リ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
の
は
、
教
育
学
部
1

回
生
の
中
川
由
利
恵
さ
ん
と
浜
田
丹
生
さ
ん
。
２
人

と
も
他
府
県
の
出
身
で
平
城
宮
跡
に
来
る
の
は
初

め
て
。
早
速
、
当
時
に
な
ら
い
天
平
衣
装
に
変
身
し

て
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
中
川
さ
ん
の
着
て
い
る
紫

の
ほ
う
が
、
位
が
高
い
と
の
こ
と
。
感
想
は
…
た
だ

た
だ
暑
い
。

② 

都
の
四
方
を
か
た
め
る
聖
獣
た
ち

朱
雀
門
か
ら
北
に
約
8
0
0
ｍ
の
と
こ
ろ
に
今

回
復
原
さ
れ
た
第
一
次
大
極
殿
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
は
大
き
く
ひ
ら
け
る
前
庭
が
あ
り
大

き
な
大
極
殿
が
よ
り
一
層
雄
大
な
姿
に
映
り
ま
す
。

前
庭
で
は
天
平
衣
装
を
羽
織
っ
た
来
場
者
も
多
く

見
ら
れ
、
ま
る
で
当
時
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

大
極
殿
内
の
壁
に
は
、
四
方
向
を
守
る
聖
獣
、
四

神
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
北
の
玄
武
、
南
の
朱
雀
、

西
の
白
虎
、
そ
し
て
東
の
青
龍
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

日
本
画
家
で
あ
る
上
村
淳
之
さ
ん
が
実
際
に
現
場

に
足
場
を
設
け
描
か
れ
た
も
の
で
、
壁
に
は
他
に
も

十
二
支
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
に
は
当
時
の
天
皇
が
お
座
り
に
な
っ

た
高
御
座
（
た
か
み
く
ら
）
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
前
に
立
つ
と
天
皇
が
ご
覧
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
景
色
を
眼
下
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③ 

い
つ
の
時
代
も
仕
事
は
大
変

大
極
殿
か
ら
東
へ
、
第
二
次
大
極
殿
跡
を
抜
け
る

と
疑
似
発
掘
体
験
や
平
城
宮
仕
事
体
験
が
で
き
る

『
平
城
京
な
り
き
り
体
験
館
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
発
掘
現
場
に
似
せ
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
発
掘
調

査
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
疑
似
発
掘
体

験
」
や
天
平
衣
装
を
ま
と
い
、
平
城
京
の
映
像
を
背

景
に
写
真
撮
影
が
で
き
る
「
天
平
衣
装
体
験
」
な
ど

様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
奈
良
時
代
の

役
人
の
仕
事
で
あ
る
木
簡
文
書
の
作
成
体
験
「
平
城

宮
仕
事
体
験
」
を
し
ま
し
た
。（
一
般
5
0
0
円
、
高

校
・
大
学
生
2
5
0
円
、
小
中
学
生
2
0
0
円
）
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
の
文
章
作
成
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
今
、
筆
を
使
っ
て
木
簡
に
文
字
を
書
く
の
は

大
変
。
と
て
も
集
中
力
が
必
要
で
す
。
作
成
し
た
木

簡
は
記
念
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

なっきょん's CLUB がゆ
く！

④ 

日
本
の
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　

遣
唐
使
は
命
を
か
け
た
旅
へ

会
場
の
南
西
に
あ
る
平
城
京
歴
史
館
。
多
く
の

人
で
賑
わ
う
人
気
施
設
で
す
。
館
内
で
は
、
遣
唐
使

の
歴
史
を
映
像
で
紹
介
し
た
り
、
外
国
使
節
団
が

見
た
当
時
の
平
城
京
の
様
子
を
大
画
面
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

会
場
に
併
設
し
て
実
物
大
で
復
原
し
た
遣
唐
使

船
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
3
0
年
よ
り
始
ま
っ

た
遣
唐
使
は
、
多
く
の
先
進
的
な
大
陸
文
化
を
日
本

に
伝
え
ま
し
た
。
歴
代
遣
唐
使
の
中
に
は
、
奈
良
教

育
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
吉
備
塚
の
由
来
と

も
な
っ
た
吉
備
真
備
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
時

は
ま
だ
ま
だ
命
が
け
の
航
海
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

遣
唐
使
船
に
乗
船
し
て
み
る
と
そ
の
精
巧
な
つ
く

り
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
遣
唐
使
の
代
表
で
あ
る
遣

唐
大
使
の
部
屋
も
当
時
と
同
じ
く
船
尾
付
近
に
復

原
さ
れ
て
い
ま
す
。（
一
般
5
0
0
円
、
高
校
・
大

学
生
2
5
0
円
、
小
中
学
生
2
0
0
円
）

⑤ 

厳
か
な
衛
士
の
姿
に
佇
立
す

会
場
の
南
に
あ
る
朱
雀
門
で
は
、
朝
と
夕
方
に
衛

士
隊
に
よ
る
開
閉
が
行
わ
れ
ま
す
。
夕
日
に
照
ら
さ

れ
朱
色
に
輝
く
朱
雀
門
に
太
鼓
の
音
が
ゆ
っ
く
り

と
響
き
わ
た
り
ま
す
。
一
打
、
一
打
ご
と
に
動
き
を

な
す
威
風
堂
々
と
し
た
衛
士
た
ち
の
姿
に
、
観
覧
す

る
人
た
ち
は
息
を
の
み
、
そ
の
一
挙
手
一
投
足
に
視

線
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
開
催
す
る
１
３
０
０
年
祭
関
連
イ
ベ
ン
ト

寧
楽
夏
季
・
秋
季
講
座

奈
良
教
育
大
学
名
誉
教
授
陣
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
々
な
テ
ー
マ
の
講
座

夏
季
：
８
月
７
日
（
土
）
13
時
〜
17
時

秋
季
：
11
月
６
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

無
料
・
申
込
不
要

本
学
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

『
新
薬
師
寺
旧
境
内
遺
跡
展
』

学
内
遺
跡
新
薬
師
寺
旧
境
内
で
近
年
検
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　

遺
物
や
復
原
模
型
な
ど
を
展
示

１
月
29
日
（
土
）
ま
で
の
平
日

土
曜 

13
時
〜
17
時
（
日
・
祝
休
館
）　

無
料

ア
ク
セ
ス

遷
都
１
３
０
０
年
祭
平
城
宮
跡
会
場
に
は
、
大
学
か

ら
バ
ス
一
本
で
行
け
ま
す
。

大
学
前
に
あ
る
奈
良
交
通
定
期
バ
ス
操
車
場
、

『
高
畑
町
』
バ
ス
停
か
ら
「
38
系
統
赤
膚
山
ゆ
き
」

「
２
６
０
系
統
学
研
北
生
駒
駅
ゆ
き
」
乗
車
。
約
25

分
（
近
鉄
奈
良
駅
経
由
）。『
二
条
大
路
四
丁
目
』
下

車
す
ぐ
。

今年、奈良は平城京に遷都されてから1300年の節目の年になります。県内
各所では、平城遷都1300年祭にちなんで様々なイベントが開催され賑わい
を見せています。
今回は、そのメーン会場でもあり大学からもバス一本で行ける「平城宮跡
会場」を学生広報スタッフ『なっきょん's CLUB』が体験レポートします。 ① 天平衣装の体験

② 第一次大極殿内

③ 平城京なりきり体験館  平城宮仕事体験④ 平城京歴史館／遣唐使船復原展示

⑤ 衛士による朱雀門の閉門

ぶらり散策ガイド
平城遷都1300年祭 平城宮跡会場

総
合
教
育
課
程　

1
回
生

中
川
由
利
恵
さ
ん

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程　

1
回
生

浜
田
丹
生
さ
ん

案内していただいた
（社）平城遷都1300年記念事業協会の
中村英三郎さん（中央）


